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暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通

　

市
内
の
地
域
公
共
交
通
は
、
鉄
道
、
路

線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
路
線
バ
ス
は
、
坂
道
が
多

く
自
転
車
で
の
移
動
が
不
向
き
な
小
樽
で

は
、
通
勤
や
通
学
、
通
院
、
買
い
物
等
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段

で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
路
線
バ
ス
は
、
今
後

の
路
線
の
維
持
に
向
け
て
、
重
大
な
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
利
用
者
減
少
の
要
因

　

市
内
の
バ
ス
路
線
は
北
海
道
中
央
バ
ス

の
路
線
を
は
じ
め　

路
線
あ
り
、
早
朝
か

３１

ら
夜
遅
く
ま
で
多
く
の
便
が
運
行
し
て
い

ま
す
が
、
バ
ス
利
用
の
推
移
を
見
る
と
、

年
間
の
利
用
者
は　

年
前
に
比
べ
、
約
２

１０

０
０
万
人
減
っ
て
い
ま
す
（
右
下
の
グ
ラ

フ
を
参
照
）。

　

バ
ス
利
用
者
減
少
の
大
き
な
要
因
と
し

て
は
、
人
口
減
少
と
自
動
車
の
普
及
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
人
口
減
少
に
加
え
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
通
勤
・
通
学
で

バ
ス
を
利
用
す
る　

歳
か
ら　

歳
未
満
の

１５

６５

人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
自
動

車
保
有
率
が
増
加
し
て
お
り
、
通
勤
や
買

わたしたちが通勤や通学、通院などといった日常生活に利用する公共交通は普段の生活に欠かせな
いものです。特に市内の移動を担う路線バスの利用者は年々減少しており、事業者にとっては厳し
い状況にあります。そこで今回は市内の移動を担う路線バスの現状についてお知らせします。
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い
物
な
ど
の
移
動
手
段
に
バ
ス
で
は
な
く

自
家
用
車
を
利
用
す
る
人
が
増
え
た
こ
と

も
バ
ス
利
用
者
減
少
の
要
因
の
一
つ
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
る
と
、
バ
ス

事
業
者
の
運
賃
収
入
が
減
少
し
、
経
営
の

悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

～路線存続の危機から脱するために～～路線存続の危機から脱するために～

２００,０００

０

小樽市の人口とバス利用者数の推移
人口（人）

２０
０

２,０００

利用者数（千人）

１１,０６４

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

４０,８７２

８２,０２９

１３,８７９

１３６,７８０ １３４,７７０ １３２,８４２ １３１,０４７

４１,４２４ ４１,５６３

７９,９０２ ７８,１９５

１３,４４４ １３,０８４

１２９,４３４ １２７,２２４ １２５,０２８ １２２,８９５ １２０,７５１ １１８,９２３

１０,６３９ １０,２８３ １０,０６２ ９,９０７ ９,７４３ ９,４９７ ９,２５３ ９,１３３ ９,００８

４１,８１１ ４２,８２８ ４３,７０４ ４４,８６０ ４５,５０４ ４５,９１０ ４６,１７３

７６,５１０ ７４,１７７ ７１,４７０ ６８,４６３ ６６,０５５ ６３,９５５ ６２,２４９

１２,７２６ １２,４２９ １２,０５０ １１,７０５ １１,３３６ １０,８８６ １０,５０１

１５０,０００

１００,０００

５０,０００
４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

１２,０００利用者は１０年間で約２００万人減少

年（平成）

※人口は各年１２月末時点（住民基本台帳より）

生産年齢人口

（１５歳から

６５歳未満）

年少人口

（１５歳未満）

老年人口

（６５歳以上）

バス利用者数
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こ
れ
ま
で
の
事
業
者
や
市
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
に
事
業
者
や
市
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
事
業
者
で
は
、
利
用
者
に
対
す
る

支
払
い
の
利
便
性
を
高
め
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
導
入
や
、
乗
り
降
り
の
し
や
す
さ
を
考

慮
し
た
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
（
低
床
型
バ

ス
）
の
導
入
等
、
利
用
促
進
に
向
け
て
企

業
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら

「
小
樽
市
ふ
れ
あ
い
パ
ス
事
業
」
を
開
始

し
、
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
と
心

身
の
健
康
の
保
持
・
生
き
が
い
の
創
出
の

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、　

歳
以
上
の

７０

方
の
バ
ス
利
用
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
バ
ス
路
線
に
お
け
る
赤

字
は　

年
度
か
ら
続
い
て
お
り
、
今
後
の

２３

路
線
維
持
に
も
限
界
が
来
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
減
少
に
よ
る
悪
循
環

　

以
前
は
、
国
が
バ
ス
路
線
ご
と
に
運
行

を
許
可
し
、
路
線
の
廃
止
に
対
し
て
も
規

制
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
バ

ス
事
業
者
は
赤
字
の
路
線
が
あ
る
場
合
で

も
、
黒
字
の
路
線
か
ら
補
て
ん
す
る
こ
と

で
運
行
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、　

年
２
月
の
法
改
正
に
よ

１４

り
、
バ
ス
事
業
者
が
届
け
出
を
す
る
こ
と

で
赤
字
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
全
国
で
も
利
用
者

の
少
な
い
バ
ス
路
線
が
撤
退
し
て
い
る
地

域
も
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
者
は
路
線
を
維
持
す
る
た
め

に
運
行
便
数
の
縮
小
と
い
っ
た
対
応
を
実

施
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
の
結
果
、

バ
ス
の
利
便
性
が
低
下
し
、
さ
ら
に
利
用

者
が
減
少
す
る
と
い
う
連
鎖
的
な
悪
循
環

に
陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年　

月
に
は
、
市
内
の　

路
線
で
大

２９

１２

１８

幅
な
減
便
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
今
後
も
更
な
る
減
便
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
一
部
で
は
路
線
そ
の
も
の
が
廃
止
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

他
の
市
町
村
で
は
、
バ
ス
路
線
を
維
持

す
る
た
め
、
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
も

そ
の
検
討
は
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

将
来
の
バ
ス
路
線
を
確
保
す
る
た
め
に

　

路
線
バ
ス
の
将
来
の
行
方
は
、
市
民
、

バ
ス
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て

い
ま
す
。

　

存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
バ
ス
事

業
の
現
況
を
理
解
し
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
バ
ス
を
利
用
し
て
地
域
の
「
足
」
で
あ

る
バ
ス
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
部
地
域
公
共

交
通
担
当
�
�
４
１
１
１
内
線
４
８
０
、

�
�
３
９
６
３
へ
ど
う
ぞ
。

　このたび、小樽

市や関係する交通

事業者等で構成さ

れる小樽市地域公

共交通活性化協議会と協議し、「小樽市

地域公共交通網形成計画素案」を作成し

ましたので、パブリックコメントにより

市民の皆さんのご意見を募集します。

�公表場所・提出先

　建設部地域公共交通担当（〒０４７-８６６０・

花園２-１２- １市役所別館５階）

�提出期限　

　４月２６日�まで（メールや郵送での提

出も可能です。）

※素案については、情報公開窓口（市役

所本館２階総務課内）、駅前・銭函・塩

谷の各サービスセンター、図書館でも公

開するほか、ホームページにも内容を掲

載します。

�詳細　建設部地域公共交通担当��

４１１１内線４８０、��３９６３、�matizukuri@

city.otaru.lg.jp

ご意見を募集します

�内容　下の表のとおり。家族農園は開園までに耕した後、
区画します。また、同じ区画を最長３年間利用できます。申
込時に希望年数をお申し出ください（申し込み・入園料は各
年ごとに必要）。なお、アスパラや果樹など永年性の作物は
作付けできません�ところ　塩谷（伍助沢）地区の各農家

１区画の
料金期間募集

区画内容募集農園

４３００円
（年額）

５月中旬～
１０月３１日３００

野菜などの種ま
きから収穫まで

家族農園
（１区画２０�）

１８００円
（収穫した分
は持ち帰り
となります）

９月中旬１００トウモロコシ
（ゆめのコーン）

もぎ取り農園
（１区画３０本）

※「掘り取り農園」は参加農家の都合により、３１年から中止します。

�申し込み　家族農園は４月１０日�まで（申込期限後も空き
があれば追加で受け付けます）、もぎ取り農園は８月９日�
まで（土・日曜日、祝日を除く）に、入園料を持って直接、
市民体験農園協議会事務局（４月１０日�まではからまつ公園
内「運営ハウス」、５月からは自然の村）へ。※４月１１日�～３０
日�は事務局移動のため受け付けを一時休止します。また、
５月からは若林農園（塩谷３-１３７・��１５７１）でも受け付けま
す。なお、家族農園は４月下旬、もぎ取り農園は９月上旬に
同協議会で区画を調整し決定します
�小樽駅前から体験農園まで無料送迎バスを運行します（月
曜日は運休（祝日の場合はその翌日運休）。５月は土・日曜日、
祝日のみ運行）。
�詳細　同事務局（おたる自然の村公社内）��１７０１、��８１２０

市民体験農園の参加者を募集します


